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八重瀬町水資源の活用のあり方に関する 

地域円卓会議 

八重瀬町で受け継がれてきた水資源を 

多くの町民の参画で活用していくための論点を確認する 

 

実施報告書 

 

日  時： 2023 年 1 月 20 日(金)18:30-21:20 

場  所： 八重瀬町役場 ２階大会議室（八重瀬町字東風平 1188）、オンライン配信 

主  催： 八重瀬町・琉球大学 JST SOLVE for SDGs プロジェクト 

協  力： 公益財団法人みらいファンド沖縄、NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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【報告】八重瀬町水資源の活用のあり方に関する地域円卓会議

■日  時：2023 年 1 月 20日(金)18:30-21:20 

■場  所：八重瀬町役場 ２階大会議室（八重瀬町字東風

平 1188）、オンライン配信 

■着席者数：12 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■参加者数：60 名（行政、企業、教育機関、学生等） 

■主  催：八重瀬町・琉球大学 JST SOLVE for SDGs 

プロジェクト 

■協  力：公益財団法人みらいファンド沖縄 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

 

  

 

 

八重瀬町で受け継がれてきた水資源を、 

多くの町民の参画で活用していくための論点を確認する 
 

八重瀬町具志頭地域は、豊富な地下水資源を飲料水や農業用水に活かしてきた地域です。今回の円卓会議では、東

風平地域の河川なども含めた八重瀬町全体の水資源の現状にふれ、30 年後の地域づくりの予想も踏まえながら教

育分野・景観・観光等の視点からも議論し、サスティナブルな地域のあり方と水資源の多様な活用について考えま

す。 
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論点提供 

安元 純 

（琉球大学 農学部 助教） 

島添 和博 
（八重瀬町 経済建設部

都市整備課 班長） 
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➢ 円卓会議に参加いただいた皆さまから（板書の記録を元に作成） 

 

⚫ 八重瀬町と琉球大学（以下、琉大）で水循環プロジェク

トを行っている 

➢ 八重瀬町は北部に川があり、南部には豊富な地下水

が水資源として利用されている。目に見えにくい地

下水が、どこをどのように流れているか、どれくらい

の量が利用可能か、水循環の可視化をテーマに研究

を行っている 

➢ 地域の水利用の歴史を調べ、水資源や生活に関する

住民を対象としたアンケートを実施。9,000 人にアン

ケート送り、3,000 人程が回答。地域に住む人々の意

識や行動を分析。地元農家の協力を得て、環境保全型

農業の現場実証実験などを行った 

⚫ 慶座（ギーザ）地下ダム流域の土地利用 

土地利用種 面積㎡ 

普通畑 473,260 

ピーマン畑 100,304 

サトウキビ畑 1,414,414 

果樹 6,224 

畜舎 5,762 

温室 128,849 

⚫ 慶座（ギーザ）地下ダム流域の水収支（概算値） 

 

溜まっている水に対して、流出している水と使っている

水を考えると、収支としては地下水は豊富。雨の量も多

い。雨の量が少ないと使えば使うほど減っていくが、地

下水貯留量の倍近い降水量のため、地下に浸透する量も

地下水貯留量よりも多い。使ってもまた供給されること

が八重瀬町の特徴 

⚫ 南部水道企業団が 1960 年頃から南部地域の地下水をく

み上げて地域に給水してきた。現在は地下水だけではな

く、北部のダムの水と混ぜて供給されている（4 分の 3

は北部の水、4 分の 1 は地下水） 

⚫ 硝酸性窒素濃度は、10mg/L 以下が望ましく、10mg/L を

超える値を直接飲むと、体内に影響がでるおそれがあ

る。南部水道企業団が供給している地下水は、北部の水

とブレンドしているので現状は問題ない。農業用水とし

ても水質は問題ない  

⚫ 地下ダムができ、農業が盛んになり地域振興につながっ

ているが、1995 年から 2020 年にかけての硝酸性窒素濃

度数値の傾向を見ると少し上昇している 

⚫ 八重瀬町でも地下水保護管理条例（2006 年）で地下水の

管理体制がつくらた。また地表面からの硝酸性窒素の負

荷を減らすために、乳用牛の糞尿を集め堆肥化し、地域

に還元する施設のバイオガスプラントをつくっている。

様々な負荷軽減の取り組みはされているが、まだ数値は

上昇傾向にある 

⚫ 硝酸性窒素の供給源は大きく分けて、生活（人間の糞

尿）、化学肥料、堆肥の３つがある 

⚫ 八重瀬町の水資源をめぐる問題と要因 

  

⚫ 第 2 次八重瀬町総合計画（2019～2028 年度）では「豊か

な水資源の保全と水環境の健全化」が明記されている 

⚫ 八重瀬町はサトウキビ栽培が盛ん 

⚫ 八重瀬町はでピーマン、いんげん、オクラ、マンゴーな

どの作物も多くつくられるため、町内外で農業をしたい

方からの相談がある 

⚫ 八重瀬町行政から高収益作物への転換（施設栽培するこ

とで、利益の高い農業ができる）の案内を行っている。

作物転換のためにも農業用水の確保は必須。八重瀬町の

北部地域では農業用水の確保がされていない地域が多

い。南部では、地下ダムの受益により農業用水が確保さ

れているため作物転換ができる。北部と南部は水の環境

がちがう 

⚫ ピーマンの生産量は直近 10 年をみると右肩上がりに伸

びている。地域として農家と一緒にピーマンをさらに増

やす目標を掲げている 

⚫ 八重瀬町では事業費約 20 億円（2006～2020 年統計）か

けて農業近代化施設を整備していきた。水がある南部地

域は施設が整備しやすい一方で、水がない北部地域は施

設栽培がしにくい地域となっている 

⚫ 八重瀬町のほとんどが単独処理浄化槽を使った汚水処

理になっている。下水道には大きく二種類（公共下水道

と集落排水）あり、八重瀬町では、集落排水処理施設を

２地区に設けている。生活排水が汚染につながるなどの 

事実の提供 
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危惧もあったが、近年は合併浄化槽の施設も整備されお

り、以前あった単独処理浄化槽に比べると生活排水もき

れいに処理されている。以前からある建物は古い単独処

理浄化槽を使っている。浄化槽の切り替えは各家庭が行

うため自己負担金がかかる。各家庭の事情もあり、スピ

ード感を持って普及することもむずかしい部分がある 

⚫ 向陽高校では、「沖縄本島南部地域における湧水の水質

と地質・土壌との関係」をテーマに八重瀬町の湧水の水

質分析を定期的に行っている。沖縄本島南部地域で水質

を調査。降水後の水の性質を調べている 

⚫ ほとんどの農家は、冬場は水は使わないため一日 5,500

トン程の水が海に放流されている。一方で夏は水を使う

ため足りなくなる 

⚫ 世持井（ユモチガー）は、昔は洗濯や飲料水に使ってい

たが現在はほとんど使っていない 

⚫ 17 年頃前に具志頭一体に地下ダムが整備され、どんど

ん農家が増えた。 

⚫ 八重瀬町の野菜のピーアールのため、八重瀬町商工会が

事務局となり「八重瀬町カラベジプロジェクト」を行っ

ている。消費者と生産者をつなげることを目的としなが 

ら、環境にやさしい農業をするために自主規制をつくっ

ている。NPO と協力し、植栽、土壌流失防止などを目指

している。プロジェクトメンバーには、農家だけでなく

野菜ソムリエ、NPO、流通業者などがいる 

⚫ 八重瀬町は国からピーマンの指定産地に指定され、沖縄

県の拠点産地の認定を受けている 

⚫ 「具志頭ピーマン」は、肉厚で苦みが少なく甘い。サラ

ダ等にも使えて人気が出ている 

⚫ 若いピーマン農家が増えてきている 

⚫ 八重瀬町のピーマン農家の多くが「エコファーマー」を

取得している。化学肥料を減らし、有機肥料を多く使お

うとしている。（エコファーマーとは、沖縄県持続性の

高い農業生産方式の導入に関する指針に基づき作成す

る「持続性の高い農業生産方式の導入に関する計画」の

沖縄県知事認定を受けた農業者（沖縄県 HP より）） 

⚫ 港川保育園では、 2021 度から 5 歳児中心に港川の海で

ゴミ拾い活動を行っている。生き物と触れる機会になっ

ていたり、地域の方に海の生き物の生態を教えてもらっ

たりと人との出会いの場になっている 

 

 

⚫ カラベジプロジェクトでは、農家とは環境に負荷をか

けないように、未熟の糞尿を直接使わずに緑肥を積極

的に応用しよう、肥料を使う際には化学肥料を節減し

ましょうなど話している。有機栽培や観光栽培など

様々な農家がいるため、それぞれが自分の中でできる

環境負荷を軽減するやり方を行っている 

⚫ 農家の中でも、硝酸性窒素濃度について話はする。化学

肥料をできるだけ使わないように議論している 

⚫ 農産物の肥料を与えるときのタイミング、まき方など

も関係機関と連携して軽減できないか話をするべき 

⚫ 物価高騰で化学肥料、農薬が上昇し影響を受けている

農家は多い。農薬をどう軽減していくか、物価高騰して

いる今こそ考えていく機会なのでは 

⚫ 土壌の診断を受ける機会が少ないことも行政として知

らせていく必要がある。沖縄県でも土壌保全月間（5 月

下旬）がある。農家や関係者に保全月間をピーアール

し、土壌診断をできる機会を増やし、なるべく土壌の成

分を分析した上で、畑にどれだけの肥料が必要か、肥料

がこれまで多かった等を知る機会になるとよい 

⚫ 水は豊富にあるといっても 25 年後どうなっているか心配 

⚫ 菊農家も地下水があるから農業できているのではないか 

⚫ 適正に法を守って水を守る取り組みを行う農家を応援

するシステムがあったらいいのでは 

⚫ 水について自分事として考える場を増やす必要がある 

⚫ 保育園の子どもたちも楽しんで水質調査などできるので

はないか 

⚫ 地下ダムは地表に出ていないので、水質の状況が見えづ

らく、どのように行動していったらよいかわかりづらい。

目に見える工夫やどういった行動を起こしたらよいのか

指針を示すことは重要 

⚫ 水は家、畜産、漁場だけでなくみんなに関係すること。農

業、漁業だけでなく、業種、年代も越えてみんなで次何が

できるのかネットワークとアクション起こすことが大事 

⚫ 合併処理浄化槽を自己管理は、汲み取り、設備点検等の

経費がかさむ部分もあり、個人だと十分にできないこと

もあるが、ひとりひとりが環境を考える上では必要なこ

とである 

⚫ 肥料を減らした野菜を食べることについて、学校などで話を

してもらうと多くの生徒が関心を持ち、聞いた話を親に話す

ことで親も肥料を減らした野菜を買おうと思うはず 

⚫ 水はだれもが利用する自然の資源。全員が水に関するこ

とを考えていく意識を向けることは大切。そのために、

様々な立場の人が一堂に会す機会やそれぞれがお互いの

活動を把握するするしくみも必要 

⚫ 下水道整備だと何十億になるが、例えば下水道への接続、

土壌診断、堆肥運搬システムの構築は少し補助などあれ

ばやろうと思う方は増えるはず。基金など使いやすい財

源が必要 

 

視点の提供 
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➢ 今後のアプローチの方向性（提案） 

1) ゆるめのマルチステークホルダーのネットワークで水に対しての発言ができる発表の場が必要 

2) エコファーマーや子どもたちの研究などを伝えていく場が必要 

3) ハード整備についても市民に伝えていくことで財源の確保や優先順位の話ができる 
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■参加者によるサブセッション 
 

八重瀬町で受け継がれてきた水資源を 

多くの町民の参画で活用していくための論点を確認する 

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

①  

 水→環境、キラキラした話 

→生活かけて農業の視点 

→現状、野菜がどんな風に作られているか 

→農家だけではない消費者の理解も 

 ギーザのお水、捨てられている 

→インフラ未整備 

→整備されたら北部でも 

→具志頭だけ農業用水 

 30坪 １０R 

→サトウキビ CF ピーマン 

→水があれば生活できるレベルの農業でき

る 

 砂糖７割 

→経済的に自立していない作物サトウキビ 

→大規模機械化向け 

 

②  

 水は生活全般に関わっている 

 南北格差が大きい 

地下ダム新しい、これまでの伝統の使い方

とどう関わってるのか 

 東京で水道水を飲んでいるので地域の人が

飲んでいないのに驚いた 

 国の補助金、地域の補助、色々なスキーム

があるのを知った。サトウキビ。良いかけ

あわせができたら 

 カラベジ、ここの考え方、面白い。良いあ

そびがあって沖縄らしい 

 高校生すばらしかった 

 子ども達次の世代へのつながり 

 若い農家さんが増えているのすごい 

 地域の力を感じる、明るい 

 水が多いことは恵まれている、海外は水が

なくて田植え、種まきができない 

 

③  

 多くの町民の参画で活用 

 農業に水資源必須 

地下ダム影響大、水資源の活用の意義理解 

繋がりにくい、意識が低い 

→どう関心をもつようにするか 

→目に見える工夫 

→30～50年後にまだ影響はない 

→土壌診断、畑に肥料が本当に合うのか 

→どう呼びかけていくのか 

⇒課題解決につながる 

→実際に使っている人がどう使っているの

かなど、行動指針、みえる化、声をあげれ

る場所があるといい 

→地下ダムを守るための調査、管理条例を

見直す 

→こういう場（水資源活用）に農業の立場

から参加できるのがいい 

 前回今回、いろいろなステークホルダーが

いる、色々な問題が関与して起きている。

水、自分の口に入れる物、家畜、植物、人

間→自分のこととして考える。関心がある

人が多い、身近か 

→ここでやることで自分ごとで考える 

海に流れたり、観光客、全県 

 

④  

 地下ダム 農業での汚染 本土での研究と

比べて 

 地下水でなくても農業汚染の割合が大 
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 琵琶湖の地域の話 

 八重瀬に水がなければ農業は発展していない 

 地下ダムのきっかけ 

 宮古 県 受益地区が限られている 

 人口が増えるよりキビで水の汚染が進むので

は？ 

 キビに堆肥は使えない？１万５千トンのキビ

に使う化学肥料を考えると量がすごい 

 牛舎の汚水をバイオ処理してまいて３年、結

果がでていればいいが 

 芋焼酎 飲み水が地下水 せっかい 

 

⑤  

 沖縄は水不足というイメージ→それ以上の意

味がある 

 かつては生活と支えていた 

南部水道ができて、水が使われずに、水が減

り、使われない川になった 

→これからも残したい 

若者にすすめられる農業になった 

 企業水だけを飲む地域があるなか、地下水ブ

レンドを飲むの八重瀬の事情を知ってほしい 

 

⑥  

 外にどう広げていくのか 

 ギスギスしない理由：地域の世話役がいる 

 フェアな会、安心して発言できる場 

 地下ダムの恩恵 

 八重瀬町がアピール 

 

⑦  

 地下水の可視化 

 土地利用 可視化 

 流通 
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八重瀬町水資源の活用のあり方に関する地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2023年 1月 20日(金)18:30-21:20 

・場所：八重瀬町役場 ２階大会議室（八重瀬町

字東風平 1188）、オンライン配信 

・着席者：12名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：60名（アンケート回収 25 名、回収率 41％） 

 

１．どちらから？ 

 

２．所属 

 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

 

４．満足度 

平均：4.6（5 点中） 

5.満

足 

4.概

ね 

満足 

3. 

普通 

2.あま

り満足

してな

い 

1. 

不満

足 

無回

答 

16 名 7 名 1 名 0 名 0 名 1 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

・ 地域の関心度をみることができた 

・ 初めて参加して知らない人と議論すること

ができたから 

・ 色んな立場の方がいらっしゃって、多面的に

水の利活用についての意見をきくことがで

きたから 

・ 皆で 30年後について話し合えた 

・ 「水」というテーマでこれだけ色んな人とつ

ながれたということが嬉しかったです 

・ 多様な意見を知ることができたので、歴史な

ど表面的な知識以上のことを知ることがで

きた 

・ 水道生活全般に関わるものについて、多世代、

多様種の視点を知ることができた 

・ 今回の会議に参加し、水道行政の立場だけで

なく、色々な意見や考え方を聞けた事や会議

の場がなければ、知る事が出来なかった内容

が多数あった事 

・ 地域の水について、地域特性を客観的に知る

ことができた。その上で、ピーマン農家など

が地下水の恩恵に感謝しつつ、水質に関心を

持っていることがわかった。ただ、制度的な

仕組みではなく、それぞれの自主的にまかさ

れていることをより広げていくために、どう

すればよいか？ 

・ 多様なステークホルダーが「水」という身近

なことに自分事で考え、参加できていた 

 

八重瀬町

24%

糸満市

8%

那覇市

8%

宜野湾市 8%

南城市 4%豊見城市 4%

西原町 4%

浦添市

4%

県外

32%

無回答 4%

行政

8% 企業

8%

NPO・市民団体等

32%

教育機関

8%

学生

12%

自営業

8%

その他

20%

無回答

4%

主催者からの案内

44%

友人・知人の紹介

24%

その他

24%

無回答 8%
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（４．概ね満足） 

・ まずは地域の情報を共有することができた

から。今後の具体的なアクションが見えると

よりよいと思いますが、なかなか難しいです

ね。 

・ 他の参加者とのディスカッションが刺激に

なりました 

・ 地下水と地表水。上水と下水等むずかしい面

があった 

・ 水に意識を向けると言っても、使う前の水

（地下水、雨水）、使った後の水、いろいろあ

り、どう使われているのか（農業）、どう使っ

て汚しているか（生活）、どう処理されている

か、多面的に向ける必要があることがまず分

かった 

・ 色々な職種の方からの意見、発言を聞き、八

重瀬町の事を知ることができました。これか

ら 2050 年後、安心して飲める水、安心して

食せる農業のあり方、下水道の話など・・・。

振り返りがあり考えさせられました。今後の

企画、私自身のやれる事など、考える機会に

なりました 

（３．普通） 

・ 多くの人の参加があったこと、様々なステー

クホルダーの方が着席したこと、農家さんか

らの話が聞けたことは良かったです 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

・ エコファーマー制度が広く知られてほしい、

農家にも買った消費者にも子ども中心に、子

ども達に豊かな水資源を残したい 

・ サブセッションで、見栄えの悪い野菜でも利

用の仕方（カット野菜にする）で工夫できる

ことを知った。そのようなアイデアが出る場

作りは、やはり大事かな 

・ 一分野や業種だけでは知りえなかった事を

通し、また広い視野を拡げる事は必要である

と感じた。職場の中でも話をし、このような

機会が再度あれば一緒に参加したい 

・ 未来を想像しなが、今出来ることを考えるの

はとてもいいことだと思いました。微力なが

ら、自分の出来ることを日々考えて行動して

いきたいと思います。浦添のコープにはカラ

ベジの野菜コーナーがあって、いつも美味し

い野菜をたべさせて頂いております。ありが

とうございます 

・ 地下ダムについて農業の振興にはつながっ

たようなので、その後の使い方がこれからの

課題だと思いました 

・ 農家の努力だけではなく、消費者の理解も大

切 

・ ピーマン農家に若者が増えていること。他地

域の課題なので驚きました 

・ 地下ダムによる農業の変化、立場によって変

わる水への関わりを共有できていたこと 

・ 環境に配慮した野菜を購入したり、個人の浄

化槽メンテなどの消費者行動を高めること

は、多額の予算をかけずに、取り組むことが

できる活動だと思った。子供は大人を結びつ

ける 

・ エコファーマー、カラベジなど環境にやさし

い農業で、水質を守っていく取り組みを知り

ました。行政、大学の研究者、高校生の取り

組み、保育園の取り組み等、知る事、つなが

っていく事が大事なんだなぁと思いました 

・ 同じグループに、北部で農業をされている方

がいらっしゃり、環境問題、SDGsなどの文脈

でキラキラした話に語られがちだが、生活、

生きるため、死活問題としての水だと痛感。

高校生が自主的にできることを前向きに話

す姿が印象的でした 

・ 畜産廃棄物の運搬システムの構築 

・ 財源 

・ 高校生が水資源について、よく勉強している

こと 

・ 地下水に関する科学的な知見が興味深かっ

たです
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（写真）会場の様子 
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（写真）サブセッションメモ  
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＜板書記録＞ 
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